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考えるエンジンチャンネル

2つのやり方を示し、比較をして、一つを選ぶプロセスこそが大事。
その上で思いつけば、選んだ理由を添えられるとより幸せです。

 あえて理由を添えるとすれば、「シャーペンは購入と消費にズレがあるので、
（B）の方法は使いづらい」＋ この問題的には「文房具屋さん」などの
データがなく、一方で購入者数に資するデータが多いため、（A）を選択

シャープペン購入本数
＝［シャーペンの購入者］×［年間購入本数］
＝［シャーペンの保有者］×［保有本数］÷［耐用年数］

（A）＝需要サイド

シャープペン購入本数
＝［シャーペンの販売店］×［1日の販売本数］×［平均営業日数］

（B）＝供給サイド
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考えるエンジンチャンネル

こんな感じで、イメージを膨らまして、
「コア顧客は誰だ？」を突き詰められると大吉

 小学生は「鉛筆」よね。ちょっと “おませさん” がシャーペンを持っている場合も
あるが、限定的よね。

 中学校、高校は、学年が高まるにつれて、「鉛筆」から「シャーペン」に比重が
シフトしてくるよね。でも、高校でいえば、受験のマークシートは鉛筆だったり
するので、鉛筆もまだ使用している感じしますよね。

 大学生は、引き続き、「シャーペン」の全盛かと思いきや、「ボールペン」の登場
や、「フリクション」の登場もあり、かろうじて、メインシェアか。

学生

 職業に応じて、「シャーペン」を使い方は変わってきそう。
イメージは、区役所などの「パブリックセクター」がシャーペン利用が多そう

社会人
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考えるエンジンチャンネル

ここで［筆箱の “シャーペンシェア”］を
うまく使うことで、よりピンとくる数字にも進化

筆箱内
本数(本)

学生

小学生 中学生 高校生 大学生

社会人

5 10 10 5 10

シャーペン
鉛筆

ボールペン
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考えるエンジンチャンネル

シャーペン単体で考えるより、「筆箱に、どのくらいシャーペンが
入っているか？」のほうが、議論しすくなる

シャープペン購入本数
＝［シャーペンの購入者］×［年間購入本数］
＝［シャーペンの保有者］×［保有本数］÷［耐用年数］

（A）＝需要サイド

シャープペン購入本数
＝［シャーペンの販売店］×［1日の販売本数］×［平均営業日数］

（B）＝供給サイド

シャープペン購入本数
＝ ［鉛筆／ボールペン／シャーペンの保有者］×［保有本数］×［シャーペン比率］÷
［耐用年数］

（C）＝需要サイド（追加）
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考えるエンジンチャンネル

やっぱり、数字の作り方として、「コロナ禍」により、筆記用具の
使い方が変わったかな？というのを因数分解や値の作り方にいれたいよね。
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考えるエンジンチャンネル

当然、シャーペンのというよりは、［鉛筆／ボールペン／シャーペンの保有者］や
［保有本数］が変化があったよね。それをを因数分解／値に盛り込むとホームラン
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考えるエンジンチャンネル

法人の規模で、会社数を書いてくれているから、そこにリアリティを
入れて数字をつくることができるよね。大企業は配られるというか
置いてあるけど、零細企業は自分で買いましょう的なね。
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考えるエンジンチャンネル

法人購入も、法人社員の保有数からでもよいが、法人は
「なんとなく、総務が毎年、必要のちょっと少ない分くらいを
アスクルなどに注文」を想定し、この因数分解に

シャープペン購入本数
＝［法人数］×［平均社員数］×
［年間社員一人当たり鉛筆／ボールペン／シャーペン注文本数］×［シャーペン比率］

法人購入
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考えるエンジンチャンネル

さて、ここでさらに、ポイントの 5＝コロナの影響を組み込んで、因数分解を
さらに進化します。次で最後としましょう（永遠に思考を組み込めますからね）

＝［法人数］×［平均社員数］×
［年間社員一人当たり鉛筆／ボールペン／シャーペン注文本数］×［シャーペン比率］

法人購入

＝［鉛筆／ボールペン／シャーペンの保有者］×［保有本数］×［シャーペン比率］÷
［耐用年数］

個人購入

シャープペン購入本数＝［個人購入］＋［法人購入］
（C）＝需要サイド（追加）
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考えるエンジンチャンネル

あとは、どこかで細かい数字を作っていくか？って感じですよね。

＝［法人数］×［平均社員数］×［コロナ前の年間社員一人当たり鉛筆／ボールペン／
シャーペン注文本数］×［リモートワークにより在庫減り数の変化による注文減少
割合］×［シャーペン比率］

法人購入

＝［鉛筆／ボールペン／シャーペンの保有者］×［保有本数］×
［フリクション登場後シャーペン比率］÷［リモートワークで少し伸びた耐用年数]

個人購入

シャープペン購入本数＝［個人購入］＋［法人購入］
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考えるエンジンチャンネル

＝ ［法人数］×［平均社員数］×［コロナ前の年間社員一人当たり鉛筆／ボールペン／シャーペン
注文本数］×［リモートワークにより在庫減り数の変化による注文減少割合］×

［シャーペン比率］
＝ ［275万社（＝資料より）］×［20人（＝資本金→社員数と社数で加重平均）］×
［10本（＝コロナ前は20 本）］×［10％（仮置き）］

＝ 5500万本

法人購入

＝［鉛筆／ボールペン／シャーペンの保有者］×［保有本数］×
［フリクション登場後シャーペン比率］÷［リモートワークで少し伸びた耐用年数］

＝［8千万人（＝小学生から80歳）］×［10本（＝世代毎のシャーペン保有を加重平均）］×
［10％（＝世代毎のシャーペン保有比率を加重平均）］÷［1年（＝コロナ前は0.5年）］

＝ 8千万本

個人購入

シャープペン購入本数＝［個人購入］＋［法人購入］

＝［個人購入］＋［法人購入］＝1.35億本
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考えるエンジンチャンネル

1人目

2021年に日本国内で購入されたシャープペンシルの本数は3500万本です。

3500万本という数字について、具体的にどのように計算したかと言いますと、「小学生
から大学生までの人数」×「定期的に使用している1人当たりのシャープペンシル本数」
÷「買い替え頻度」で計算しました。
それぞれの数字は「1300万人」、「4本」、「1.5年」となり、単純計算でざっくり
3500万本となります。

各数字の計算根拠についてもご説明すると、小学生から大学生の学生がシャープペンシ
ルのメインユーザであり、彼らの人数は一学年当たりの出生数「100万人」に学年
「6+3+3+4=16」、進学率「高校には80%、大学には50％」を掛け合わせて計算し、
ざっくり1300万人としました。

＞＞つづく
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考えるエンジンチャンネル

1人目

続いて、「定期的に使用している1人当たりのシャープペンシル本数」については、
一般的にシャープペンシルは、家用・学校用・塾用など、筆箱やカバンなどに分けてい
る場合や、テスト中に芯が折れたり、詰まったりした際の予備用として複数個持ってい
ることがほとんどだと思うので、筆箱の数「２」と筆箱当たりのシャーペンの数「２」
を掛け合わせて4本としました。

最後に買い替え頻度についてですが、こちらは、“受験を控えているか否か”、“塾に通っ
ているか否か”の2軸４象限で場合分けのように考えました。

受験を控えている割合は「中学3年生、高校3年生の割合」でざっくり学生全体の15%。
正確には、中学受験する小学生などもいますが、一貫校で高校受験、大学受験がない学
生や高卒で就職する学生もいるので、ここでは単純化して考えました。

続いて塾に通っている割合は、小学生・中学生・高校生の3人に1人として、ざっくり学
生全体の30%としました。当然受験を控えている学生や塾に通っている学生は、勉強に
時間を使っており筆記用具への関心も高いため、買い替え頻度が高いと考えました。

>>つづく
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考えるエンジンチャンネル

1人目

それぞれの買い替え頻度を以下のように考えると、
受験を控えている/塾に通っている(4.5%)：0.25年
受験を控えている/塾に通っていない(10.5%)：0.5年
受験を控えていない/塾に通っている(25.%)：1年
受験を控えていない/塾に通っていない(59.%)：2年
ざっくり計算して1.5年に1回の買い替え頻度となります。

よって、「小学生から大学生までの人数(1300万人)」×「定期的に使用している1人当
たりのシャープペンシル本数(4本)」÷「買い替え頻度(1.5年)」を計算して、3500万本
となります。

なお、大人でもシャープペンシル持っている人も多いと思いますが、ほとんどは学生時
代に買い込んだものをそのまま使っているケースがほとんどで、日常的にはボールペン
を使う機会が多いため、シャープペンシル購入量への影響は少ないと考えました。
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考えるエンジンチャンネル

2人目
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考えるエンジンチャンネル

2人目
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考えるエンジンチャンネル

3人目

4000万本

どう計算したか？というと、ざっくり（学生の年間購入本数）＋（社会人の年間購入・
利用本数）で計算しており、それぞれ3200万本＋900万本で、丸めて4000万本です。
少し補足すると、法人による購入は購入割合・購入本数ともにブレやすいと考え、
（法人購入本数）＝（社員の年間新規備品利用本数）として、（社会人の年間購入・
利用本数）の中に入れ込んで計算しています。
また定年後のシニアは、シャーペンの細い芯を扱いづらく、さらに消せる文房具として
は鉛筆に馴染みがあると想像し、無視できる程度しか購入していないと考えました。
具体的に学生と社会人の購入本数はどう計算したか？というと、
まず学生については、ざっくり（学生人口）×（1人あたりの年間購入本数）と分解でき、
さらに分解して、（学生人口）×（１人が持っているシャーペンの数）÷（買換え年数）。
それぞれの数字は1600万人×4本÷2年で、3200万本です。

>>つづく
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考えるエンジンチャンネル

（1人が持っているシャーペンの数）は何学生かによって変わってくるので場合分けっ
ぽく、最もシャーペンを使う「小学4年～高校３年」と、「それ以外」に分け、小学4年
～高校3年は6本、それ以外は2本と置いて、加重平均して4本としています。

社会人については、（社会人人口）×（シャーペン利用割合）×（1人当たり年間自費購
入本数＋1人あたりの職場の備品新規利用本数）と分解し、それぞれの数字は6000万人
×5%×（1本＋2本）、単純計算で900万本です。

まず、最も論点となる（シャーペン利用割合）については場合分けっぽく、「女性の一
般職（2割） or Not（8割）」、「紙書類をメインで扱う部署（2割） or Not（８
割）」、の２軸で考え、シャーペンの利用率を、「女性一般職×紙書類部署」は25%、
「Not女性一般職×紙書類部署」は10%、「女性一般職×Not紙書類部署」は5%、
「Not女性一般職×Not紙書類部署」は3%と置いて、加重平均し、5%となります。軸
の一つを「女性一般職」とした理由は、丁寧に消しゴムを使って修正するのは、几帳面
かつ時間的に余裕のある人だと考えたためです。

>>つづく

3人目
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考えるエンジンチャンネル

続いて、（1人あたりの年間購入本数）の考え方は、学生はシャーペンをペンケースに
入れて大事に「使い切る」ため所有本数÷買換え年数で考えましたが、社会人の場合は、
ペンケースは使わずすぐに無くしたり必要に応じて消費財のように購入したりすると想
像し、単純に年間何回購入もしくは職場の備品を開封するかで、それぞれ1回と2回と置
きました。

最後に、備品新規利用本数、つまり法人購入本数を別の求め方でチェックしてみると、
（法人数）×（1－ペーパーカンパニー割合）×（シャーペンを備品として購入する割
合）×（年間シャーペン購入本数）で、それぞれざっくり、300万社×50%×25%×20
本で、750万本となるので、それほど違和感が無い数字だと考えます。

以上から、繰り返しになりますが、3200万本＋900万本で、丸めて4000万本です。

3人目
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考えるエンジンチャンネル

4人目

5,000万本

（2021年に国内で販売されたシャープペンシルの本数）＝（個人の購入本数）＋（法人の購入本数）
＝（個人の保有本数）÷（耐用年数）＋（法人1つの購入本数）×（購入する法人数）

A B C D
A（個人の保有本数）について
シャーペンのメインユーザーは学生であると考えたため、学生とその他（社会人）で
分けて計算して、合計することとします。
（個人の保有本数）＝（学生の人数）×（平均保有本数）＋（社会人の人数）×（平均保有本数）
・学生の人数は、参考資料から1学年が約100万人として、大学生までで1500万人。
・保有本数（学生）は、テストなどで壊れても良いように最低2本は持っているとして
人によっては筆箱を複数持っていたり、自宅にも置いていると考え、5本とします。

・社会人の人数は、参考資料から、おおまかに7000万人とします。
・保有本数（社会人）は、ボールペン大半と考え、10人に1人で0.1本とします。

＞＞つづく
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考えるエンジンチャンネル

4人目
B（耐用年数）について
毎年買い替えるものではないものの、5年も使い続けることは稀で、値段的にも壊れたり
せずとも定期的に買い替えがしやすいもののため、肌感覚で2年としています。

C（法人1つの購入本数）について
法人で購入する場合、会社の備品として置いておき、社員が業務で使用するために持っていき、
破損や紛失があれば、また取りに来る、というイメージです。
したがって、法人では、このストックが減るペースに合わせて購入していると考えました。
（法人1つの購入本数）＝（従業員数）×（職員が1年でシャーペンを持っていく本数）
・従業員数は、社会人数7000万人を、企業数400万で割り、約20人としました。
・職員が1年でシャーペンを持っていく本数は、肌感覚で1本としました。

D（購入する法人数）について
（購入する法人数）＝（法人の数）×（購入する割合）
・法人の数は、資料から400万社。
・購入する割合は、「その企業にクリエイティブ部門・デザイン部門等があるか」と
「福利厚生が整えられているか」の2軸で4象限に分類して、購入割合を加重平均にて
求めました。（クリエイティブ：NOT＝1％：99％ ／ 福利厚生が厚い：NOT＝30％：
70％ ／ クリエイティブ・厚い＝100％ ／クリエイティブ・NOT＝50％ ／ NOT・
厚い＝25％ ／ NOT・NOT＝0％ ／ 結果、8％）

企業であれば、備品は基本的にはボールペンであるが、あえて「消せる」シャーペンを購入する
企業を切り取るために、1本目の軸を選択しており、備品を整えてくれる会社か、という点を
切り取るために、2本目の軸を選んでいます。

＞＞つづく
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考えるエンジンチャンネル

4人目

以上から、（2021年に国内で販売されたシャープペンシルの本数）
＝（個人の保有本数）÷（耐用年数）＋（法人1つの購入本数）＋
（購入する法人数）

＝｛（1500万人）×（５本）＋（7000万人）×（0.1本）｝÷（2年）
＋｛（20人）×（1本）｝×｛（400万社）×（8％）｝

＝（4100万本）＋（640万本）
＝（4740万本）

ここから、数字を丸めて、5,000万本としています。（以上）
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考えるエンジンチャンネル

4人目
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